
議案第76号

三朝町営国民宿舎プランナールみささ館長の給料の特例に関する条例及

び三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例の一部

改正について

次のとおり三朝町営国民宿舎プランナールみささ館長の給料の特例に関する

条例及び三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例の一部

を改正することについて､地方自治法(昭和22年法律第6 7号)第96条第

1項の規定により､本議会の議決を求める｡

平成15年9月24日

三朝町長　　　吉　田　秀　光

年鑑1 5辛9再24日原寮可決

三朝町鼠会議長恩井　草

三朝町条例第　　号

三朝町営国民宿舎プランナールみささ館長の給料の特例に関する条例及

び三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例の一部

を改正する条例

(三朝町営国民宿舎プランナールみささ館長の給料の特例に関する条例の一部

改正)

第1条　三朝町営国民宿舎プランナールみささ館長の給料の特例に関する条例

(平成1 4年三朝町条例第2 3号)の一部を次のように改正するo

次の表の改正前の欄中項の表示に下線が引かれた項(以下｢移動項｣とい

う｡)に対応する同表の改正後の欄中項の表示に下線が引かれた項(以下｢移

動後項｣というQ)が存在しない場合には､当該移動項(以下｢削除項｣とい

う｡)を削り､移動後項に対応する移動項が存在しない場合には､当該移動徳

項(以下｢追加項｣という｡)を加える｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分(削除項を除く｡以下｢改正部

分｣という｡)に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分(追加項を

除く｡以下｢改正後部分｣という｡)が存在する場合には､当該改正部分を当

該改正後部分に改め､改正部分に対応する改正後部分が存在しない場合には､

当該改正部分を削り､改正後部分に対応する改正部分が存在しない場合には､

当該改正後部分を加える｡



改正後 弌ﾉ�9���

三朝町営国民宿舎プランナール 倅�*�*ﾈ�8ﾙ�j�溢�7h8�986��ｸ8ｲ�

みささ館長の盤圭の特例に関す �-ﾘ+8+8ｭ�+x,ﾉ�(ﾅ�,ﾉ<�~�,亊h+r�

る条例 �.���~��

(趣旨) 宙ⅹ酊��

第1条この条例は､三朝町営国民宿 ��c���+�,ﾈ��~�,ﾚH蕀*�*ﾈ�8ﾙ�j���

舎プランナールみささ館長(以下｢館 們�7h8�986��ｸ8ｸ-ﾘ+8+8ｭ�+r��ｪ(ｭ��

長｣というo)の盤豊の特例に関し必 �+z8,h*(*F�,ﾉ�(ﾅ�,ﾉ<�~�,亊h+YTｲ�

要な事項を定めるものとするo 冽h,磯hﾘ�/�.�-�.�.�,ﾈ,h+x.薬�

(館長の給与の額の特例) 宙ｭ�+x,ﾈｸｹ{�,ﾈﾋ逢｢��

第2条平成15年10月1日から平成 ��c(��蕀*�*ﾈ�8ﾙ�j�溢�7h8�986��ｲ�
16年9月30日までの間(以下｢特例 �8ｸ-ﾘ+8+8ｭ�+x,ﾈｸｹu霍�-�{yN�,亊h+r�

期間｣というo)における館長の給料 �.���~�閏ﾙ�ﾃ�ID鞴�*�*ﾈ��~��c#"�､月額は､三朝町営国民宿舎プランナ 俘b��c8��,ﾈｴｹ.�,�*�*�.ﾘ.x+蟹[ﾒ�

-ルみささ館長の給与及び旅費に関 ��ﾃ�ID紿ﾈ��?ｨ*�.y[ﾙ�ﾃ�iD�8ﾈ��

する条例(平成14年三朝町条例第22 �3�?ｨ-ﾈ,X,ﾈｭJHｭ�+x,���+X,H,ﾚHｸｲ�

号o以下｢館長給与条例｣というo) 几�,h+X,JI:���,亢ｹ.�+x.佇隗ｨ*�.r�

第3条の規定にかかわらず､同条の �9h･佇隗ｨ,ﾃ���Zｨ,ﾃX,��ｩ9h+x.乂｢�

規定により定められた額から当該額 に100分の30を乗じて得た額を減じ た額とするoただし､期末手当又は 退職手当の額の算出の基礎となる給 料月額は､同条の規定により定めら れた額とするo 旦特例期間における館長の期末手当 の額は､館長給与条例第4条の規定 にかかわらず､同条に定める額から 当該額に100分の30を乗じて得た額 (当該額に1円未満の端数が生じた ときは､これを切り捨てた額)を減 じた額とするo 附則 �/�ﾋ�+h,I;�+ﾘｧｨ/�辷ｸｸ+x.薬�Xﾙ�R�

この条例は､平成14年4月1日から 宙邵ﾗ8ｯｩ?｢��

施行するo ��+�,ﾈ��~�,ﾚI[ﾙ�ﾃ�ID紿ﾈ��?ｨ*��.x邵ﾗ8+x.薬��+�,ﾈ��~�,ﾈ�ﾏｒ�%�+�,ﾈ��~�,ﾚI[ﾙ�ﾃ�iD�8ﾈ�3�?｢�ﾌ�.芥+ｸ,ﾈﾏ榎ﾘ/��*F��



(三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例の一部改正)

第2条　三朝町特別職の職員で常勤のもの等の給与の特例に関する条例(平成

1 4年三朝町条例第4 1号)の一部を次のように改正する｡

次の表の改正前の欄中条及び項の表示に下線が引かれた条及び項(以下｢移

動条項｣という｡)に対応する同表の改正後の欄中条及び項の表示に下線が引

かれた条及び項が存在しない場合には､当該移動条項(以下｢削除条項｣と

いう｡)を削る｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分(削除条項を除く｡以下｢改正

部分｣という｡)に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分(以下｢改

正後部分｣という｡)が存在する場合には､当該改正部分を当該改正後部分に

改め､改正部分に対応する改正後部分が存在しない部分には､当該改正部分

を削る｡

改　　正　　後 改　　正　　前

(趣旨)

第1条　この条例は､三朝町特別職の

職員で常勤のもの(以下｢特別職の
職員｣という.)盈建三朝町教育委員

会の教育長(以下｢教育長｣という｡)
の給与の特例に関し必要な事項を定

めるものとする｡

第2条及び第3条　略

(趣旨)

第1条　この条例は､三朝町特別職の

職員で常勤のもの(以下｢特別職の
職員｣という｡).｣三朝町教育委員会

の教育長(以下｢教育長｣という｡)

及び三朝町営国民宿舎プランナール

みささ館長(以下｢館長｣という｡)

の給与の特例に関し必要な事項を定

めるものとする｡

第2条及び第3条　略

(館長の給与の額の特例)～

基旦条　特例期間における館長の給料
月額は､三朝町営国民宿舎プランナ
ールみささ館長の給与及び旅費に関

する条例(平成14年三朝町条例第22
号｡以下｢館長給与条例｣という｡)

第3条及び三朝町営国民宿舎プラン
ナールみささ館長の給料の特例に関

する条例(平成14年三朝町条例第23

号｡以下｢館長給与の特例条例｣と
いう｡)第2条の規定にかかわらず､

館長給与条例第3条の規定により定
められた額から当該額に100分の8

を乗じて得た額を減じた額とする
ただし､期末手当又は退職手当の額



1/i

の算出の基礎となる給料月額は､同

条の規定により定められた額とす
る｡

乙　特例期間における館長の期末手当
の額は､館長給与条例第4条及び館

長給与の特例条例第2条の規定にか
かわらず､館長給与条例第4条に定

める額から当該額に100分の8を乗

じて得た額(当該額に1円未満の端

数が生じたときは､これを切り捨て
た額)を減じた額とす+る｡…

附　則

この条例は､平成1 5年1 0月1日から施行する｡


